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側
に
「
浜
田
八
町
三
千
軒
」
と
い
わ
れ
る
城
下
町
を

つ
く
り
ま
し
た
。
ま
た
、
亀
山
に
隣
接
す
る
「
外
ノ

浦
」
は
、
風
待
ち
の
良
港
で
北
前
船
が
寄
港
、
全
国

各
地
と
の
交
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

浜
田
藩
は
、
古
田
家
、
松
平
周
防
守
家
、
本
多

家
、
松
平
右
近
将
監
家
の
４
家
18
代
の
城
主
の
も
と

で
２
４
８
年
間
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
続
き
、
こ
の

間
、
浜
田
は
城
下
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

た
伊
勢
松
坂
藩
主
古
田
重
治
公

で
す
。
古
田
重
治
公
は
、
松
坂

（
現
在
の
松
阪
市
）
か
ら
、
家

臣
、
町
民
、
職
人
な
ど
約
４
千

人
を
引
き
連
れ
て
浜
田
に
や
っ

て
き
て
、
浜
田
川
河
口
の
亀
山

の
地
（
現
在
の
殿
町
）
に
「
亀

山
城
」
を
築
き
、
浜
田
川
の
南

浜
田
４
０
０
年
の
歴
史
と
浜
田
高
校

浜
田
市
長　

久
保
田　

章
市
（
第
２1
期
）

に
触
れ
な
が
ら
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
、
２
０
１
９
年

（
平
成
３1
年
）、
浜
田
市
は

開
府
４
０
０
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去

４
０
０
年
の
浜
田
の
歴
史

を
、
浜
田
高
校
と
の
関
係

「
浜
田
」
は
浜
田
藩
誕
生
で
始
ま
っ
た

浜
田
高
校
の
象
徴
「
亀
山
」
は
、

亀
山
城
に
由
来

明
治
初
め
に
浜
田
県
庁
が
置
か
れ
、

「
浜
田
中
学
」
も
設
置
さ
れ
た

明
治
後
半
か
ら
昭
和
に
か
け
、

軍
都
と
し
て
栄
え
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
浜
高
卒
業
生
が
活
躍

　

最
初
に
、
浜
田
高
校
の
名
前
に
も
な
っ
た
「
浜
田

藩
の
誕
生
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

浜
田
藩
は
１
６
１
９
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
な
ぜ
、

浜
田
藩
が
誕
生
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
１
５
０
０
年

代
後
半
、
中
国
地
方
最
大
の
勢
力
は
毛
利
氏
で
し
た
。

現
在
の
中
国
５
県
の
大
半
は
毛
利
氏
の
領
地
で
、
当

時
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
銀
鉱
山
で
あ
っ
た
大
森
銀

山
（
石
見
銀
山
）
も
領
地
の
一
つ
で
し
た
。

　

１
６
０
０
年
、
関
ヶ
原
の
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
戦
い
で
は
徳
川
家
康
公
率
い
る
東
軍
が
勝
ち
、

負
け
た
西
軍
の
大
将
で
あ
っ
た
毛
利
氏
は
、
周
防
・

長
門
（
山
口
県
）
に
減
転
封
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

江
戸
幕
府
は
、
銀
山
の
あ
る
大
森
を
天
領
に
す
る
と

と
も
に
、
毛
利
氏
が
再
び
勢
力
を
拡
大
し
な
い
よ
う
、

１
６
１
９
年
（
元
和
５
年
）、「
毛
利
氏
の
抑
え
」
と

し
て
、
周
防
・
長
門
と
大
森
と
の
間
に
浜
田
藩
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

浜
田
高
校
の
同
窓
会
の
こ
と
を
、
通
称
「
亀
山
会
」

と
い
い
ま
す
。
浜
田
高
校
の
校
章
は
「
亀
」
と
「
高
」

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。「
亀
山
」
は
浜
田
高
校
の

象
徴
で
す
。
こ
の
「
亀
山
」
は
、
浜
田
藩
誕
生
の
際

に
建
て
ら
れ
た
「
亀
山
城
」
に
由
来
し
ま
す
。

　

浜
田
藩
初
代
藩
主
は
、
大
坂
の
陣
で
戦
功
の
あ
っ

　

明
治
政
府
は
、
明
治
２
年
、
天
領
大
森
と
浜
田
藩

を
管
轄
す
る
大
森
県
を
設
置
し
、
大
森
（
現
在
の
大

田
市
）
に
県
庁
を
置
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治
３

年
に
大
森
県
を
廃
止
、
新
た
に
浜
田
県
を
設
置
し
、

浜
田
に
県
庁
を
置
き
ま
し
た
。
明
治
４
年
に
は
津
和

野
藩
が
浜
田
県
に
併
合
さ
れ
、
浜
田
県
は
石
見
地
域

全
体
を
統
括
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
こ
の
年
、

広
島
県
北
部
な
ど
か
ら
２
０
０
０
人
以
上
の
兵
士
が

入
隊
し
ま
し
た
。
傷
病
兵
の
治
療
な
ど
の
た
め
、
衛

戍
（
え
い
じ
ゅ
）
病
院
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
（
衛
戍

病
院
は
、
戦
後
、
国
立
浜
田
病
院
と
な
り
、
現
在
は
、

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
す
）。

　

連
隊
の
存
在
は
、
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
兵
士
向
け
食
糧
、
日
用
品
な
ど
の
納
入

で
市
内
の
事
業
者
は
潤
い
、
兵
士
は
訓
練
が
休
み
の

日
曜
日
に
は
ま
ち
に
出
か
け
る
こ
と
か
ら
飲
食
店
や

映
画
館
な
ど
が
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
か
ら

家
族
が
面
会
に
訪
れ
る
こ
と
か
ら
旅
館
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
水
産
加
工
業
に
も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

浜
田
に
最
初
に
缶
詰
工
場
が
で
き
た
の
は
明
治
２5
年

頃
で
す
。
そ
の
後
、
缶
詰
製
造
が
軌
道
に
乗
り
、
新

た
な
工
場
が
増
え
て
い
っ
た
の
も
連
隊
へ
の
納
入
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
の
初
め

頃
、
浜
田
に
は
軍
関
係
者
は
家
族
も
含
め
て
約
５
千

人
が
暮
ら
し
て
い
た
そ
う
で
す
（
ち
な
み
に
、
昭
和

５
年
頃
の
浜
田
の
人
口
は
約
３
万
３
千
人
）。

　

皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の
よ
う
に
、
こ
の
歩
兵
第
２1

連
隊
の
跡
地
に
つ
く
ら
れ
た
の
が
浜
田
高
校
で
す
。

　

戦
後
の
昭
和
２２
年
、「
６
・３
・３
・４
制
」
と
い
わ

れ
る
新
し
い
学
制
が
公
布
さ
れ
、
新
た
に
高
等
学
校

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
浜
田
で
は
、

昭
和
２4
年
、
旧
制
浜
田
中
学
、
県
立
浜
田
高
等
女
学

校
、
市
立
高
等
女
学
校
の
３
校
が
統
合
さ
れ
、
新
し

く
島
根
県
立
浜
田
高
等
学
校
が
誕
生
、
昭
和
２5
年

に
、
歩
兵
第
２1
連
隊
の
跡
地
（
黒
川
町
）
に
移
転
し

た
の
で
す
。

東
部
に
旧
島
根
県
が
設
置
）。
そ
の
後
、
明
治
９
年
、

浜
田
県
と
旧
島
根
県
が
統
合
さ
れ
新
「
島
根
県
」
と

な
り
、
松
江
に
県
庁
、
浜
田
に
は
支
庁
が
置
か
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
浜
田
に
は
裁
判
所
、
税
務
署
、
神
戸
税

関
支
署
な
ど
の
国
の
機
関
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
の
後
半
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
浜
田
は
「
軍

都
」
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
歩
兵
第
２1
連
隊
の
移
駐
で
す
。
歩

兵
第
２1
連
隊
は
、
明
治
17
年
、
広
島
で
創
設
さ
れ
ま

し
た
が
、
国
防
上
の
必
要
性
か
ら
、
明
治
３1
年
に
浜

田
に
移
駐
さ
れ
ま
し
た
。
連
隊
に
は
、
島
根
県
全
域
、

　

明
治
政
府
は
、
教
育
制
度
の
整
備
に
も
取
り
組
み

ま
し
た
。
明
治
５
年
に
「
学
制
」
を
公
布
し
、
数
年

か
け
て
全
国
に
約
２
万
６
千
の
小
学
校
が
設
置
さ
れ

ま
し
た（
当
時
の
浜
田
に
も
３３
校
を
設
置
）。
そ
の
後
、

高
等
教
育
機
関
と
し
て
中
学
校
（
旧
制
）
が
設
置
さ

れ
、
県
最
初
の
中
学
と
し
て
明
治
９
年
に
松
江
中
学

（
現
松
江
北
高
）、
２
番
目
と
し
て
明
治
1３
年
に
浜
田

中
学
（
現
浜
田
高
校
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
浜
田

に
は
県
西
部
の
教
育
の
中
心
と
し
て
、
教
員
養
成
の

浜
田
師
範
学
校
、
島
根
県
高
等
女
学
校
な
ど
も
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し
た
浜
高
卒
業
生
に
つ

い
て
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
浜
田
高
校
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

メ
ダ
リ
ス
ト
を
３
人
輩
出
し
て
い
ま
す
。
一
人

目
は
、
体
操
の
竹
本
正
男
さ
ん
で
す
。
第
15
回

ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会
（
１
９
５
２
年
）
の
跳
馬
と

第
16
回
メ
ル
ボ
ル
ン
大
会
（
１
９
５
６
年
）
の

団
体
で
銀
メ
ダ
ル
、
そ
し
て
、
第
17
回
ロ
ー
マ

大
会
（
１
９
６
０
年
）
で
は
団
体
で
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
で
も
、
日
本
選
手
団
の
監
督
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
人
目
は
、
水
泳
の
福
井
誠
さ
ん
で
す
。
第

17
回
ロ
ー
マ
大
会
の
男
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
第
18
回
東
京
大

会
（
１
９
６
４
年
）
で
は
日
本
選
手
団
の
旗
手

に
抜
擢
さ
れ
、
日
の
丸
を
持
っ
て
入
場
行
進

の
先
頭
を
歩
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
も

８
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
に
出
場
、
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
三
人
目
は
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
で
活
躍
中
の
和
田
毅
さ
ん
で
す
。
第
２8
回

ア
テ
ネ
大
会
（
２
０
０
４
年
）
の
野
球
に
投
手

で
出
場
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
年
後
の
２
０
２
０
年
に
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
後
に
、

　

さ
あ
、
来
年
は
い
よ
い
よ
開
府
４
０
０
年
で

す
。
現
在
、
市
で
は
様
々
な
企
画
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

開
府
４
０
０
年
を
機
に
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

郷
土
の
歴
史
、
文
化
を
振
り
返
り
、
未
来
に
繋

が
る
新
し
い
浜
田
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

浜田県庁跡の碑

福井選手（旗手）の入場行進

歩
兵
21
連
隊
の
碑

衛
兵
詰
め
所

浜田城址
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種　　　　　別 現 役 生（延べ数） 過年度生（延べ数） 合　　計（延べ数）
国 立 大 学 36（　40） 10（　10） 46（　50）
公 立 大 学 31（　36） 　1（　1） 32（　37）
私 立 大 学 67（137） 　5（　31） 72（168）
公 立 短 大 　1（　2） 0 　1（　2）
私 立 短 大 　7（　9） 0 　7（　9）
看 護 12（　30） 0 12（　30）
専 門 学 校 13（　14） 　1（　1） 14（　15）
大 学 校 等 　0（　0） 　0（　1） 　0（　1）
就　　職（公務員） 3 0 3
就　　職（一　般） 0 0 0

平成29年度　進路状況HIRAKU ミライ説明会参加企業（７月３日実施）
３年生を対象に、企業説明をしていただきました。

が
一
切
な
い
た
め
、「
〇
〇
〇
プ
」
な
ど
の
現
像
ソ
フ

ト
が
使
え
ま
せ
ん
（
も
っ
と
も
過
度
な
後
処
理
は
ダ
メ

な
の
で
し
ょ
う
が
）。
と
い
う
こ
と
は
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

の
中
で
構
図
を
固
め
、
カ
メ
ラ
の
設
定
や
現
像
処
理
で

作
品
が
決
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
む
し
ろ
こ

の
方
が
基
本
を
身
に
着
け
る
た
め
に
は
よ
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
か
ど
う
か
、
現
３
年
生
の

作
品
が
昨
年
度
の
特
選
と
な
り
、
今
年
度
の
信
州
総
文

祭
に
出
品
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、

２
人
の
３
年
生
部
員
が
撮
る
方
と
撮
ら
れ
る
方
に
な
っ

て
創
作
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
ポ
ー
ト
レ
イ

ト
の
場
合
、
お
互
い
の
良
い
関
係
性
の
も
と
で
作
品
と

な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
一
見
何
で
も
な
い
写
真

も
、
題
名
を
付
け
た
と
た
ん
に
作
品
と
な
り
う
る
の
も

面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。
技
術
以
上
に
、
感
性
が
大
切
と

い
う
の
は
、こ
の
よ
う
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

活
動
の
中
心
は
、
年
３
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
・
写
真
展

に
出
品
す
る
た
め
の
作
品
作
り
で
す
。
学
校
生
活
や
日

常
の
一
こ
ま
を
切
り
取
り
作
品
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

今
年
の
春
季
大
会
で
は
５
作
品
が
特
選
と
な
り
ま
し
た
。

た
ま
に
撮
影
会
と
称
し
て
遠
征
に
も
出
か
け
ま
す
。
先

日
は
、
益
田
市
の
蟠
竜
湖
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

し
気
持
ち
を
込
め
て
反
復
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
稽
古
へ
の
取
り
組
み
に
期
待
を
込
め
つ
つ
、
ひ
た
む
き
で
、
熱
心
な
部
員
と
団
体
で
上
位
大
会
出
場

を
目
標
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
の
部
の
歴
史
は
詳
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
浜

田
高
等
学
校
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
１
９
５
２
年
度（
昭

和
２7
年
）
に
部
活
動
「
写
真
部
」
の
記
述
が
見
え
る
の

で
、
た
ぶ
ん
、
こ
れ
以
前
か
ら
文
化
部
の
一
つ
と
し
て

活
動
が
始
ま
り
、
充
実
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

さ
て
現
在
は
、
校
舎
一
棟
横
の
部
室
長
屋
の
一
室
に

居
を
構
え
、　

部
員
10
人
と
い
う
、
近
年
稀
に
み
る
大

所
帯
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
１
年
生
が
男
子
１

人
、
女
子
４
人
と
た
く
さ
ん
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
２

人
の
３
年
生
が
引
退
し
た
ら
、
２
年
生
３
人
で
の
細
々

と
し
た
活
動
に
な
る
か
と
危
惧
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し

た
。
部
室
に
は
狭
い
な
が
ら
暗
室
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

「
銀
塩
」
の
処
理
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
は
前
顧
問
の
薫
陶
を
受
け
、
そ
れ
ら
を
使
い
こ
な

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
如
何
せ

ん
、
現
顧
問
は
デ
ジ
タ
ル
一
辺
倒
の
為
、
こ
の
貴
重
な

技
術
の
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
も
う
一
つ
、

わ
が
写
真
部
に
は
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
等
の
機
材

　

剣
道
部
は
、
新
制
浜
田
高
校
（
昭
和
３0
年
頃
）
に
は

創
部
さ
れ
て
お
り
、
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

３
年
生
２
名
、
１
年
生
６
名
の
部
員
が
日
々
活
動
し
て

い
ま
す
。
道
場
は
、
平
成
２5
年
の
新
体
育
館
の
完
成
に

伴
い
新
設
さ
れ
た
立
派
な
道
場
で
す
。
広
い
道
場
を
対

角
線
に
使
っ
て
打
ち
込
み
稽
古
を
４
～
５
本
続
け
る
と
、

本
当
に
い
い
練
習
に
な
り
ま
す
。

　

剣
道
の
競
技
人
口
は
、
県
全
体
で
も
減
少
し
て
お
り
、

そ
れ
は
、
西
部
地
区
ほ
ど
顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。
ど

の
学
校
も
練
習
相
手
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

浜
高
剣
道
部
も
小
人
数
な
が
ら
、
日
々
の
学
校
生
活
や

工
夫
を
重
ね
た
稽
古
を
通
し
て
、
心
身
の
鍛
錬
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

近
年
に
お
け
る
大
会
の
成
績
は
、
個
人
戦
で
は
中
国

大
会
出
場
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
団
体
戦
で
は
中

国
大
会
に
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
は
善
戦
し
て
い
ま

す
。

　

顧
問
と
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
浜
高
の
生
徒
は
、
本

当
に
素
直
だ
な
と
い
う
こ
と
で
す
。
素
直
な
の
で
、
先

生
方
か
ら
指
導
を
受
け
た
内
容
に
対
し
て
、
一
本
一
本

の
打
突
を
毎
日
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
真
面
目
に
、
繰
り
返

写
真
部

顧
問　

梅　

田　
　
　

慎

顧
問　

池　

田　

正　

美

剣
道
部

か
ら
も
、
繊
細
な
感
性
で
日
常
の
世
界
を
大
胆
に
写
し

取
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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浜
高
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪
問
記
【
６
】

田
中　

輝
美
さ
ん
（
第
46
期
）

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介

田
中
輝
美
（
た
な
か
・
て
る
み
）

ロ
ー
カ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
。
島
根
県
浜
田
市
生
ま

れ
。
山
陰
中
央
新
報
社
で

記
者
を
し
な
が
ら
地
域
で

働
く
喜
び
に
目
覚
め
る
。

琉
球
新
報
社
と
の
合
同
企

画
「
環
（
め
ぐ
）
り
の
海
︱
竹
島
と
尖
閣
」
で

２
０
１
３
年
日
本
新
聞
協
会
賞
受
賞
。
２
０
１
４
年

退
社
し
、
独
立
。
島
根
に
暮
ら
し
な
が
ら
地
域
の

ニ
ュ
ー
ス
を
記
録
、
発
信
し
て
い
る
。
著
書
に
『
関

係
人
口
を
つ
く
る
︱
定
住
で
も
交
流
で
も
な
い
ロ
ー

カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』（
木
楽
舎
）
な
ど
。

２
０
１
７
年
大
阪
大
学
人
間
科
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了
。

・
浜
高
の
思
い
出

　

浜
田
第
一
中
学
校
時
代
に
卓
球
部
で
し
た
が
、
浜

田
高
校
に
進
学
す
る
と
、
女
子
卓
球
部
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
（
※
厳
密
に
言
う
と
休
部
し
て
い
た
そ
う

で
す
）。
当
時
の
浜
高
の
先
生
方
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
あ
っ
さ
り
と
活
動
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
女
子

卓
球
部
が
復
活
、
3
年
間
大
好
き
な
卓
球
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
な
い
な
ら
、
つ
く
れ
ば
い

い
」
と
思
っ
た
原
体
験
で
、
先
生
方
に
は
感
謝
し
て

も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

・
今
の
仕
事
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け

　

山
陰
中
央
新
報
で
は
長
年
記
者
と
し
て
働
き
、
東

京
支
社
も
経
験
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
、
楽
し
く
充
実

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
京
支
社
時
代
、
島
根

を
は
じ
め
と
し
た
地
方
の
情
報
が
驚
く
ほ
ど
届
い
て

い
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
そ
れ
は
「
地
方
か
ら
東
京

や
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
人
が
い
な
い
」
こ
と
が

要
因
で
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
な
い
な
ら
、
つ
く
れ
ば
い
い
」
と
、
自
分

が
独
立
し
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
ロ
ー
カ
ル
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
に
な
り
、
地
方
か
ら
発
信
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

・
仕
事
を
さ
れ
る
上
で
の
ポ
リ
シ
ー

　

も
っ
と
も
大
切
に
し
て
い
る
の
は
信
頼
関
係
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
、
助

け
ら
れ
、
育
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
が
活
動
で
き

て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
島
根
の
人
た
ち
の
お
か
げ

で
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
義
理
を
欠
く
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
心
が
け
て
い
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
取
材
さ
れ
た
中
で
、
印
象
深
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
／
衝
撃
的
な
出
会
い

　

島
根
県
に
は
現
在
、
年
間
４
０
０
０
人
を
超
え
る

人
た
ち
が
県
外
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
＝
移
住

し
て
き
ま
す
（
※
島
根
県
が
き
ち
ん
と
統
計
を
と
っ

て
い
ま
す
）。
あ
る
移
住
者
に
「
な
ぜ
島
根
に
来
た

の
か
」
と
聞
く
と
「
魅
力
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
重
ね
て
「
何
が
魅
力
な
の
か
」
と
聞
く

と
、
な
ん
と
「
課
題
が
魅
力
だ
」
と
言
わ
れ
、
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
ど
う
い
う
意
味
か
と
い
う
と
、
課

題
が
あ
る
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る
、
も
っ
と
言

え
ば
、
過
疎
の
最
先
端
・
島
根
県
は
何
十
年
も
前
か

ら
人
口
減
少
に
直
面
し
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
全
体

が
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
た
こ
と
で
、
島
根
が
他
県

の
「
先
行
事
例
」「
先
進
地
域
」
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
だ
か
ら
、
島
根
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
課
題
が

解
決
で
き
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
日
本
、
そ
し
て
世
界
で

起
こ
る
人
口
減
少
と
い
う
課
題
も
解
決
で
き
る
、
と

い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
同
じ
よ
う
に
「
島
根
に
は

課
題
が
あ
る
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
て
面
白
い
」

と
話
す
移
住
者
に
出
会
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
時

代
は
変
わ
っ
た
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

・
浜
田
で
生
活
し
て
い
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
都
市
に
住
む
若
い
世
代
を
中

心
に
「
地
方
っ
て
面
白
そ
う
」「
地
方
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
し
た
い
」
と
い
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
（
も
ち

ろ
ん
全
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）。
繰
り
返
し
に
な

り
ま
す
が
、
時
代
は
変
わ
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。
こ

う
し
た
人
材
を
受
け
入
れ
て
生
か
す
か
ど
う
か
、
そ

れ
は
地
域
次
第
で
す
。
ぜ
ひ
新
し
い
感
覚
を
持
っ
た

外
の
若
い
人
と
の
地
域
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

・
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

人
生
は
一
度
き
り
。
後
悔
の
な
い
よ
う
「
自
分
の

人
生
」
を
生
き
て
く
だ
さ
い
。

　浜田市では、山陰中央新報社と協力して、ふるさとの情報を定期的にお届

けする「浜田市ふるさとメール」を配信しています。

　ふるさと浜田を離れて暮らす人に、山陰中央新報の記事、浜田市からのメッ

セージやイベント案内など、ふるさとの最新情報をお伝えするメールマガジ

ンです。ぜひご愛読ください。

浜田市「ふるさとメール」
毎週金曜日発行・購読無料

申込み
　◇山陰中央新報ホームページ　http://www.sanin-chuo.co.jp/

　◇浜田市ホームページ　　　　http://www.city.hamada.shimane.jp/
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浜田高校

地
区
同
窓
会

　
　
　
同
期
会
だ
よ
り

浜高広島地区同窓会
時：平成29年10月28日㈯　　所：広島国際ホテル
29回目の同窓会は、３期から56期までの同窓生41名の参加を得て開催しました。
総会後に、全国的に活躍されている島根県邑南町の石橋良治町長（18期）をお迎えし、「小さな町
の大きな挑戦」と題して講演を行って頂きました。
その後の懇親会では、浜田の名産品などを賞品とした抽選会を行い盛り上がり、最後に校歌を皆
で合唱し閉会しました。
第30回記念の同窓会で多くの皆さんと再会できることを楽しみにしています。　（29期　宮田浩二）

在京同窓会
時：平成29年11月25日㈯
所：アルカディア市ヶ谷
　　「富士」

我ら45歳!!　浜高42期卒業生チーム
時：平成30年３月３日㈯
所：第３回山陰浜田港マリン大橋
　　リレーマラソン（浜田漁港）

晩秋の抜けるような青空の中、恒
例の在京同窓会総会が202名の参
加者を得て盛大に開催されました。
イベントは今回で２度目のご出演
となる益田英生さん（浜高45期）
率いるクラリネットのビッグバン
ド（ブラック･パイド･パイパーズ）
をお招きし、往年のジャズナン
バーから歌謡曲の数々、参加者か
らのリクエストにも応えていただ
き、ビッグバンドの熱気あふれる
演奏に会場は興奮に包まれていま
した。
今年の総会は11月24日㈯に開催し
ます。大勢のご参加をお待ちして
おります。　　（32期　梶・金高）

同級生10名でチームを組み、男女混合の部に
出場しました。
久しぶりに地元に帰り、懐かしい磯の香りの
中を力走し、無事完走できました。
打ち上げでは、おいしい浜田産の魚を食べな
がら旧友たちと盛り上がりました。
また挑戦したいです。　　（42期　河野哲也）

「浜田高校」で検索して、「同窓会」
をクリックすると「はまゆう」の
最新号とバックナンバーを見るこ
とができます‼

パソコンやスマートフォンで検索

33期同窓会
時：平成29年８月12日㈯　　所：浜田ワシントンホテルプラザ
全体同窓会を終えた同会場に於いて、引き続き33期同窓会を開催しました。
総勢113名にご参加頂き、盛大に執り行うことが出来ました。
残念だったことは、お世話になった恩師先生に一人もご出席頂けなかったことです。
同期の会では、卒業して以来一度も会ってない方もおられ、当時を振り返ることが出来、本当に
いい機会となりました。
その後、３次会へと進み、参加者も93名とその日は夜中まで盛り上がることが出来ました。
今後も、機会あるごとに再会しようと誓い合いました。　　　　　　　　　　（33期　戸津川美二）

８期　亀のろ会「傘寿」
時：平成30年４月19日㈭〜 20日㈮　　所：岐阜グランドホテル
参加者35名（九州、四国、浜田、近畿、地元中部、関東から参加）
例年、「亀のろ会」は関東周辺で開催していたが、今年は「傘寿」の年であるこ
とから、大勢の方が参加しやすいように中部地区（岐阜市長良）で開催した。　　　　　　　　　　　　　　
初めての参加者、久しぶりの参加者が大勢集まって、元気で楽しいひと時を
過ごした。翌日は「うかいミュージアム」を見学後、「お互い元気で頑張ろう」
と声を掛け合いながら散会した。　　　　　　　　　　　　（８期　野澤浩）

名 称／会 長 連　　絡　　先 電話／E-mail 総会時期
浜高同窓会（本部）／土田好明（19期）
在京浜高同窓会／久代敏男（17期）
近畿浜高同窓会／戸津川明克（9期）
浜高広島地区同窓会／山崎健三（14期）
九州・山口浜高同窓会／吉田利治（9期）
在松亀山会／若佐博之（9期）

浜田市黒川町3749 浜田高校　同窓会事務局
千代田区紀尾井町3-29 NGA紀尾井町ビル201号室  田原大三郎法律事務所内　田原大三郎（17期）
京都市中京区橋本町487-7　吉澤利治（36期）
広島市安佐南区長楽寺一丁目61番6号　宮田浩二（29期）
北九州市戸畑区土取町14-11　大里葉子（11期）
松江市魚町10番地　山陰合同銀行　河上敬介（43期）

0855-22-0042　hamada-hs@edu.pref.shimane.jp
03-3237-9500　ono@tabara-law.com
075-256-7608　
090-1352-5990
093-882-7983　yosida14817@hb.tp1.jp
0852-55-1845

８月
11月
２月
10月
10月
10月

地
区
同
窓
会
連
絡
先

浜高同窓会総会
時：平成29年８月12日㈯　　所：浜田ワシントンホテルプラザ
33期が幹事を務め、237名の参加をいただき、盛況に開催することが出来ました。
33期代表講演では高島博君の「日本の航空管制業務について」1日約3000機もの航空機管制に携
わっている苦労話など力強く語ってもらいました。また、大田さんによるハワイアンダンスも披
露して会場の雰囲気が一気に華やぎました。
非常に沢山のご参加をいただき誠に有難うございました。次回34期幹事の皆様のご検討をお祈り
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33期代表幹事　戸津川美二）

平成30年度に開催される地区同窓会、
同期会の写真・記事がありましたら、
来年５月までにファイルまたは郵送で
お送りください。
記事の掲載に関しては、編集委員会に
一任ください。広告募集中！

広告・写真・記事募集の
お願い お らし せ

32期幹事


